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①
中
央
防
波
堤
埋
立
地
に
つ
い

て
㋐
な
ぜ
領
有
権
の
有
無
の
主
張

を
し
な
い
の
か
。
㋑
帰
属
は
ど
こ

の
区
に
あ
る
と
考
え
る
の
か
。　

㋒
平
成
８
年
に
中
央
防
波
堤
内
側

埋
立
地
が
竣
工
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
帰
属
が
確
定
し
て
い
な
い
。

中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
地
に
つ
い

て
も
未
確
定
だ
。
将
来
的
に
ど
う

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。　

㋓
な
ぜ
領
有
権
の
存
在
主
張
を
取

り
下
げ
た
の
か
。

　

企
画
部
長　

❶
㋐
㋑
㋒
㋓
帰
属

問
題
５
区
協
議
会
に
お
い
て
、
当

該
地
が
品
川
区
の
地
先
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
区
へ
の
帰
属
を
主
張

し
た
が
、
折
り
合
う
の
は
難
し
く
、

平
成
14
年
に
都
へ
の
調
停
申
請
の

手
続
を
検
討
す
る
に
至
っ
た
。
関

係
機
関
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
飛

び
地
で
の
帰
属
は
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
主
張

は
区
民
に
無
用
の
期
待
を
抱
か
せ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
主
張
を
取

り
下
げ
た
。
現
在
は
江
東
区
と
大

田
区
が
協
議
中
で
、
今
後
は
協
議

の
行
方
な
ど
を
注
視
し
て
い
く
。

品
川
区
の
契
約
制
度
（
公
契
約
）

関
係
に
つ
い
て

　

①
公
契
約
賃
金
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
の
か
。
②
平
成
19
年
に
施

行
さ
れ
た
簡
易
型
総
合
評
価
方
式

や
平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
た
簡
易

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
５
年
以

上
経
過
し
た
が
、
自
己
評
価
お
よ

び
今
後
に
お
け
る
課
題
な
ど
は
。

　

総
務
部
長　

❶
す
べ
て
の
契
約

約
款
に
法
令
遵
守
の
規
定
を
定
め

る
と
と
も
に
、
賃
金
水
準
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
❷
簡
易
型

総
合
評
価
方
式
は
平
成
24
年
度
は

20
件
実
施
し
た
。
総
合
評
価
方
式

は
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、

評
価
項
目
の
見
直
し
等
が
課
題
だ
。

簡
易
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
適

切
な
事
業
者
選
定
が
行
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は

参
加
事
業
者
の
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
等
だ
。

番
号
制
度
関
連
法
の
成
立
に
と
も

な
う
品
川
区
行
政
の
考
え
方
に
つ

い
て

　

①
国
や
自
治
体
が
、
法
人
や
個

人
を
問
わ
ず
情
報
を
管
理
で
き
る

こ
と
に
な
る
が
、
所
見
は
。
②
運

用
開
始
に
伴
い
、
住
基
ネ
ッ
ト
と

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
連
動
、

そ
れ
を
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
が
す
く
い
上
げ
、
マ
イ

ポ
ー
タ
ブ
ル
ヘ
。
一
方
、
日
本
年

金
機
構
や
国
税
庁
、
そ
し
て
品
川

区
へ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
見
解

を
。
③
地
方
自
治
体
と
し
て
、
ど

う
対
処
・
活
用
し
、
行
政
に
反
映

す
る
の
か
。
④
制
度
の
研
究
は
。

⑤
区
民
等
の
本
来
の
メ
リ
ッ
ト
づ

く
り
の
た
め
に
、
都
等
に
対
し
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
。

　

企
画
部
長　

❶
個
人
情
報
保
護

委
員
会
を
国
に
設
置
し
、
個
人
情

　

①
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活

動
に
つ
い
て
㋐
９
月
７
日
の
開
催

地
決
定
時
に
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
予
定
は
。
㋑
開
催
予

定
地
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
を
行
い
、
区
民
等
と
決
定
の
瞬

間
を
見
守
っ
て
は
。
㋒
東
京
が
開

催
地
と
決
定
し
た
場
合
、
本
年
度

中
に
事
業
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は
。

㋓
今
現
在
、
取
り
か
か
っ
て
い
る

事
例
は
。
㋔
経
済
効
果
な
ど
開
催

決
定
に
よ
る
利
益
は
。
㋕
イ
ン
フ

ラ
整
備
等
ハ
ー
ド
面
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
等
ソ
フ
ト
面
等
で
の
具
体
的

な
利
益
は
。
②
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
㋐
理
解
等
を
高
め
る

取
り
組
み
は
。
㋑
団
体
等
に
協
力

を
仰
ぎ
、
積
極
的
に
理
解
等
を
求

め
る
活
動
を
行
い
、
区
民
誰
も
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
仕
組

み
の
構
築
を
。

　

区
長　

❶
㋐
㋑
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
は
、
一
般
の
方
が
集

ま
り
づ
ら
い
時
間
で
あ
り
、
検
討

が
必
要
だ
。
㋒
㋓
特
別
な
事
業
予

定
は
無
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
な
ど
既
存
の
関
連
事
業

も
活
用
し
な
が
ら
、
機
運
醸
成
に

努
め
る
。
㋔
都
の
試
算
で
は
経
済

波
及
効
果
が
都
全
体
で
約
１
兆
６

千
700
億
円
だ
。
ま
た
、
雇
用
の
面

で
も
新
規
雇
用
が
８
万
４
千
人
と

し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
の
防
災
力

の
向
上
等
の
実
現
性
が
高
ま
る
と

期
待
し
て
い
る
。
㋕
ハ
ー
ド
面
で

は
公
園
改
修
等
に
加
え
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
も
努
め

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
と
充
実
に
努

め
る
。
❷
㋐
障
害
者
水
泳
教
室
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
だ
。

㋑
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

昨
今
の
経
済
動
向
と
品
川
の
産
業

支
援
に
つ
い
て

　

①
景
気
状
況
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
て
、
各
種
支
援
に
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
る
の
か
。
②
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
切
れ

を
機
に
、
資
金
繰
り
悪
化
に
よ
る

経
営
破
綻
に
陥
っ
た
区
内
企
業
は

あ
る
の
か
。
③
経
営
相
談
を
充
実

し
、
中
小
企
業
等
支
援
に
つ
い
て
、

様
々
な
側
面
か
ら
の
体
制
強
化
を
。

④
秋
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
売
枚
数
を
増
や
し
て
は
。
⑤
緊

急
経
済
支
援
の
よ
う
に
単
発
的
な

支
援
を
導
入
し
、
消
費
税
の
変
化

に
耐
え
得
る
施
策
を
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❶
業
況

は
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、
景
気
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
緊
急
経
済

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
支

援
に
努
め
る
。
❷
経
営
破
綻
等
の

相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。　

❸
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営

支
援
と
企
業
活
力
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
全
般
に
関

す
る
総
合
的
な
支
援
を
双
方
の
連

携
の
も
と
で
行
っ
て
い
る
。　
　

❹
❺
４
月
と
同
額
の
販
売
予
定
で
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
生
鮮
三
品
店
支

援
事
業
等
も
予
定
し
て
お
り
、
区

内
商
業
の
活
力
向
上
に
つ
な
が
る

効
果
的
な
施
策
の
展
開
に
努
め
る
。

品
川
の
教
育
に
つ
い
て

　

①
教
育
長
が
指
導
課
長
だ
っ
た

７
年
前
と
比
較
し
、
品
川
の
教
育

が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
と

こ
ろ
等
は
。
②
教
育
行
政
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。
③
区
固
有

教
員
に
つ
い
て
㋐
採
用
計
画
に
変

更
は
。
㋑
適
正
人
数
は
。
④
外
部

評
価
委
員
制
度
に
つ
い
て
㋐
学
校

運
営
協
議
会
に
改
め
、
よ
り
学
校

を
地
域
の
身
近
な
存
在
に
す
べ
き

で
は
。
㋑
町
会
長
推
薦
に
基
づ
く

委
員
集
め
が
必
須
で
は
。
⑤
学
校

は
地
域
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
、

支
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。
⑥
学
校
選
択
制
に
つ
い

て
㋐
総
括
と
展
望
は
。
㋑
審
議
会

を
設
け
て
は
。 

　

教
育
長　

❶
小
中
一
貫
教
育
の

全
区
展
開
と
６
校
の
施
設
一
体
型

小
中
一
貫
校
の
建
設
だ
。
❷
教
育

委
員
会
と
学
校
が
一
体
と
な
り
問

題
解
決
に
取
り
組
め
る
体
制
を
築

き
た
い
。
❸
㋐
目
標
人
数
に
変
更

は
な
い
が
、
最
低
で
も
平
成
28
年

度
ま
で
期
間
を
延
長
す
る
。
㋑
中

学
校
区
に
概
ね
２
名
ず
つ
配
置
す

る
。
❹
㋐
学
校
運
営
協
議
会
と
ほ

ぼ
同
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

㋑
研
究
す
る
。
❺
指
摘
の
と
お
り

だ
。
❻
㋐
一
定
の
効
果
が
区
民
へ

浸
透
し
て
き
て
い
る
。
居
住
地
で

の
行
事
へ
の
子
ど
も
の
参
加
が
少

な
い
な
ど
の
声
も
あ
り
、
課
題
へ

の
対
応
を
学
校
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
学
校
選
択
制
を
進
め
て
い
く
。

㋑
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

渡部　　茂　議員（自民）

東京オリンピック・パラリン
ピック招致と障がい者スポー
ツについて

報
の
取
り
扱
い
を
監
督
す
る
。
漏

え
い
等
に
罰
則
を
科
す
な
ど
対
策

を
講
じ
て
お
り
、
区
の
情
報
公
開

制
度
で
も
区
民
の
利
益
等
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

る
。
❷
❸
❹
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
が
生
成
し
た
個
人

番
号
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
体

や
国
の
機
関
等
同
士
が
情
報
連
携

を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制

度
の
導
入
趣
旨
は
、
国
民
の
利
便

性
向
上
と
行
政
の
効
率
化
で
あ
り
、

制
度
の
調
査
・
情
報
収
集
を
行
い
、

全
庁
的
な
体
制
で
臨
ん
で
い
る
。

❺
働
き
か
け
を
進
め
て
い
く
。

品
川
区
の
緊
急
事
態
（
非
常
事

態
）
が
生
じ
た
時
の
対
応
に
つ
い

て
　

①
区
長
が
緊
急
事
態
（
非
常
事

態
）
宣
言
を
発
す
る
ケ
ー
ス
は
。

②
宣
言
の
中
に
は
、
原
因
事
由
に

よ
り
基
本
的
対
応
や
手
法
が
異
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
。　

③
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
自
然
災

害
が
起
き
た
揚
合
の
基
本
的
事
項

や
段
取
り
は
。
④
テ
ロ
や
領
域
紛

争
な
ど
の
非
常
事
態
発
生
の
対
応

は
。
⑤
警
察
署
、
消
防
署
や
自
衛

隊
等
と
の
連
携
は
。
⑥
他
自
治
体

と
の
連
携
は
。

　

区
長　

❶
❷
区
民
の
生
命
等
に

重
大
な
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

情
報
の
収
集
と
一
元
化
を
図
り
、

区
長
を
本
部
長
と
し
た
対
策
本
部

を
設
置
す
る
。
❸
災
害
対
策
基
本

法
等
に
基
づ
き
、
応
急
対
応
か
ら

復
旧
・
復
興
に
向
け
、
区
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。
❹
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
区
民
の
生
命
と
財
産
の

保
護
に
総
力
を
挙
げ
る
。
❺
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
❻
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
結
び
、
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

品
川
区
の
領
域
（
領
土
）
に
つ
い
て

原　
　

浩
三　

議
員

（
み
・
無
）

し
た
。
さ
ら
に
平
成
24
年
度
は
約
65
％
の
方
が
対
象
と
な
る
よ

う
所
得
制
限
の
緩
和
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
所
得
制
限
を

維
持
し
つ
つ
、
十
分
な
配
慮
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２ 

．
私
立
幼
稚
園
へ
の
更
な
る
支
援
・
助
成
金
増
額
お
よ
び
私

立
幼
稚
園
母
の
会
連
合
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

私
立
幼
稚
園
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

私
立
幼
稚
園
へ
の
直
接
助
成
金
は
、
区
の
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
実
態
に
沿
っ
た
制
度
の
見
直
し
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

私
立
幼
稚
園
協
会
は
「
特
別
支
援
教
育
を
学
ぶ
会
」
の
勉
強

会
を
開
催
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
く
発
達
し
て
い

け
る
よ
う
研
修
、
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
品
川
区
に
お

い
て
も
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
平
成
23
年
度

に
は
心
身
障
害
児
教
育
事
業
費
補
助
金
を
増
額
し
、
対
象
者
１

人
に
つ
き
補
助
額
25
万
円
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
25
年
度

に
は
私
立
幼
稚
園
協
会
へ
の
補
助
金
を
450
万
か
ら
507
万
円
に
増

額
し
ま
し
た
。
こ
の
増
額
に
よ
り
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


